
本委員会ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。

質疑の正確かつ詳細な内容については会議録を御参照ください。

１

衆議院青少年問題に関する特別委員会ニュース

平成 20.4.25 第 169 回国会第７号

４月 25日、第７回の委員会が開かれました。

１ 青少年問題に関する件（ネット上の有害情報から子どもを守るための対策）

・参考人から意見を聴取し、質疑を行いました。

（参考人）群馬大学社会情報学部大学院研究科教授 下 田 博 次君

財団法人インターネット協会副理事長 国 分 明 男君

全国ｗｅｂカウンセリング協議会理事長 安 川 雅 史君

ソフトバンクモバイル株式会社代表取締役社長兼ＣＥＯ 孫 正 義君

（質疑者及び主な質疑内容）

井 澤 京 子君（自民）

・青少年の利用する携帯電話にフィルタリングサービスの

提供等を義務付けることに対して孫参考人はどのよう

に考えているか。

・実効ある情報モラル教育を促進するために、安川参考人

は何が必要と考えるか。

・保護者のインターネットに係る情報及び判断能力を向上

させるために、下田参考人は何が必要と考えるか。

笹 木 竜 三君（民主）

・保護者が子どもの発達段階により選択できるように数段

階のレベルで設定された携帯電話のフィルタリング機能

開発の実現可能な時期について孫参考人に伺いたい。

・ネット上の違法、有害情報の基準の策定等を行う民間の

第三者機関をサイト開設者が自ら設立するなど、第三者

機関を増やす必要があると思うが、孫参考人の認識を伺

いたい。

・プロバイダやサイト開設者にネット上の違法情報の削除

義務を課すことが必要だと思うが、孫参考人はこの問題

についてどのように考えるか。

吉 田 泉君（民主）

・インターネット協会が策定した「SafetyOnline3」（イン

ターネット上のコンテンツに対する格付け基準）の普及

状況とパソコンと携帯電話の違いについて伺いたい。

・未成年者へのフィルタリング義務化について、保護者に

解除する権利を認めることに対する下田参考人の考え方

を伺いたい。

石 井 啓 一君（公明）

・インターネットの有害サイトの規制について、有害性の

判断は国や第三者機関が行うべきか、あるいは業者の自

主的取組に任せるのが良いのか参考人の見解を伺いたい。

石 井 郁 子君（共産）

・「学校裏サイト問題は、実は構造的に大人社会のビジネス

モデルの問題である」という下田参考人の意見の真意を

伺いたい。

・有害情報に対して業界の自主的な取組をどのように進め

ていくべきか国分参考人の見解を伺いたい。

・ネット上の有害情報から子どもを守るため何をするべき

か、また、行政がＮＰＯの活動を支援するためにはどう

したら良いのか安川参考人に伺いたい。


